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円以泣；

土日謹白

あっ
たが、休火山がひとたび噴火す

るや、中国入社会はたちどころ
に一

致して反
日感耐をあらわ

にするのだ
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領
有
権
凍
結に
動
い
た
の
に

イラクのクウェ
ート

侵攻による中

東危機に直面して、
わが国の
国際
的

責献のあ
り方
についての認識が深
ま

り、国述平和協力法案の国会論議も

ようやく開始された。他方では来年

四
月のゴルバ
チョフ・
ソ連大統
領来

日にそなえて、北方領土問
題が垣市山’

ル－

な段階
にさしかかっ
てきている。こ、
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j£ 
壬一一言

語詰

1 0比反

のような矢先
に怒わぬ出
来事が起こ

っ
た。
事と次第によっては、当面の

臼本外交の展開
に大きな足かせ
にな

りかねない務態が進行しそ
うな気配

である。
い
うまでもなく、去る十月二
十一

日に尖開始品〈中国名・
釣魚台）
で

生。た台湾漁船閉止
事件に発端する

台湾、香港、中固などでの反
日
行動

の発生である。かつて一
九七Oi七

一
年の尖閣諸島問
題のときもそ
うで
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中嶋東京外語大教授

日本人へ
の安全対策を部ずるよう要

求したとい
う。

報辺によると、
領有紛が外
交上は

澱
結状抽出
にあ？た尖問活砧に日本の．

右
盟国体が昨年六月、
灯台を殻位

し、これを海上保安庁が航路
側識と

間
作伯尚の領有機を台湾、中国が強く

主張しはじめた。すなわち、台湾で

は同年八月二
十二
日、制巡明外交郎

長が立法院で発言し、次いで中国側

の新縫社が同
年十二月三日に
強硬な

論闘を預り、同二
十九
日には「米自

尖
閣

諸
島

問
題
の

再
燃
に

して認知する方針を
悶めたことか

ら、
台湾の高雄で聞かれる巡動大会

の間出火隊が漁船で尖閣諸島に上陸し

て台間の領土であることを主張しよ

うとし、わが国の海上保安庁の巡視

船が阻止したことが事件のあら
まし

である。それにしても、なぜ現
時点

でこのような
諮問胤
になっ
たのか、私

たちは冷静に分析してみなければな

らない。
よく知られているよ
うに、この間

題は一九七四
年＋月、中閣の郡小平

副総理（当時）
が領有楠の棚上げを

発言して以来、外交上は領有術を測

結する方向へ
と動いてきていた。

それに先立つ歩みとしては、一
九

六八年、当時のヱカフェ
（回述アジ

ア極東経

要員会）
による制査結泉

に基づき、一
九七O年に日・
斡・
台

合同の民間巡

繁員会
による大陸棚

調査が行われようとした前後から尖

十二月三十日には中国政府外交部が

強硬な声明を発表している。その後

は、日中国交樹立
に際してこの問
題

が双方の外交努力で回避され、
先の

郡小平発一一
もあっ
て
引出版は鎮静化し

たのであっ
た。

一

言

しかし、一
九七八年

に入り、「悶榔」
条項

入りの臼中平和友好条

約が娘点になってきた
と ま定る根題慨も議欝盟国園田租闘掴盟国踊遅圃兄 に 主 勾三湾史う、し つ 「 一拠に 限2磁髭察活－・E・姐軍軍軍司匝画－酒屋・掴陸軍溢E し 日強のを的にい ＿，＿，. 今日�i 買��麟灘掴醐掴磁繭翻 計三重：§�訴訟
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台る は務あな問 、コ戦下盟入を配十 、外二 い先年て六台歴よ

お
反動派のわが国海底
資源の略奪を許

さない」
との『人民日報』
社説が発

表された。

翌七一
年になると、沖制返辺に閲

迎して日米間で調印された沖制返辺

協定が尖閣総品を対
日返巡地械に含

んでいたことが中国を刺激し、
同年

とき、不可解なことに中国は同年四

月、三OO箆近い漁船を急に尖閣諸

島周辺に派巡し、再び大ぎな問
題に

なっ
た。
その後も中国側は問

題を問

われれば
制有仙仰を主眼し、最近では

八九年五
月
に中国外交部スポークス

マンが発宮していた。

時では、
政府の
怠向を離れて野党・

民進党の議員や一
部の国民党保守派

などがこの問題で
鴎快な
行動に立ち

上がっていることが明らかであり、

行政院（政府〉
も日本政府同楠 、
原

則は主閉山しているものの、多くの心

ある人びとはかなり冷帥で、四世間四を

抑制しようとしていることが注目さ

れる。
日中国交、臼台断交以来、日

本政
府が台向に対して

さまざ
まな点

で冷淡であっ
たことが、反
日感情の

日
まりを促しているとはいえ、
日台

関係は、台
吟泡年の目覚
ましい
社会

的・
経済的発展と民主化の悲しい巡

皮に伴って、このところ一
歩一
歩と

約実に改怒されつつあり、
日本人の

対台河川治
的も良好である。

李笠
脚総統らの段目指導悶は、台

湾の経済的・
社会
的成功をもたらし

た「台
湾経験」
と
「弾力外交」

の鍛

進
によっ
て国際社会での得価もきわ

めて日く、
台湾もいよいよ

本格的な

国際化時代を迎えようとしている。

このよ
うな方向がアヲア・
太平沖地

械の平和と発展に大きく寄与してい

るだけ
に、わが閣は、今回の
間風で

はつ
とめて冷静かつ
似血でなくては

ならない。そのような出方が、
日本

の長期
的な国益にもつながることを

改めて認識すべ
きであろ
う。

（なかじま・
みねお）

が、
すで
に香港や台間では、一
部の

激しい抗議
行動が起こり、わが国の

呑
泌総
領事は香港政庁にたいして、

正論　冷静かつ慎重に対処しよう　産経新聞-1989.10.27


